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【資料２】



「人生の最終段階における医療・ケアの普及啓発」に向けて

取り組み方針

人生の最終段階において市民が希望する医療やケアを受けるこ
とができる。

目的

1. 本人の意思決定をどのような仕組みで支えていくのか

2. 本人の意思に沿わない救急搬送につながらないための環境を
どのように構築していくのか

視点

令和元年度に、在宅医療・介護連携推進協議会の下部組織として
「人生の最終段階における医療・ケアの普及啓発のあり方検討部会
（ＡＣＰ部会）」を設置し、具体的な取組みの検討を行う。
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部会の開催状況

■開催日：令和5年６月２日(金)

■検討内容：

１．市民へのACPの普及啓発

２．支援者（医療介護従事者）の資質向上のための研修体制

３．救急医療におけるACPの普及啓発・在宅医療との連携



久留米市市民意識調査結果より

久留米市の現状



［令和５年度の検討結果・取組内容］
市民へのACPの普及・啓発

(１) 広報久留米 11月号への特集記事掲載 ※新規取組



(２) 久留米市ACP啓発ポスター(案)の作成 ※新規取組

［令和５年度の検討結果・取組内容］
市民へのACPの普及・啓発



(３) ACPをテーマとした市民啓発講演会の開催

■日時：令和５年１１月１８日

■演題：住み慣れた場所で最期まで自分らしく生きるために

～多職種で支える在宅療養と人生会議～

■講師：医療法人ファミリークリニック陽なた 西岡 進 氏

■参加者：64名(会場)、112名(YouTube配信)

(4) 講演会以外での普及・啓発

市民向け出前講座の実施：１４回、計２１８人参加

(在宅医療・介護連携センター及び市職員にて実施)

［令和５年度の検討結果・取組内容］
市民へのACPの普及・啓発



(１) 「私の生き方ノート」の活用に係る在宅医療・介護従事者向け

研修会の開催 ※新規取組

■日時：6月19日、7月24日(中止)、8月21日、10月２日

■内容：①講演：本人が決めることが難しい場合の「本人」が決める支援

②ロールプレイ

■講師：聖マリア病院 大谷 弘行 氏

■参加者：延べ67名

(２) 本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会

（E-FIELD研修会）

■日時：9月17日、2月18日

■講師：聖マリア病院 大谷 弘行 氏

■参加者：延べ41名

［令和５年度の検討結果・取組内容］
支援者の資質向上のための研修体制



～ E-FIELD

研修会の様子～



［令和５年度の検討結果・取組内容］
支援者の資質向上のための研修体制

(３) 歴代E-FIELD研修会受講者へのアンケート調査

（通称：歴代受講者活躍アンケート)

■実施時期：１１月

■方法：メールで依頼。電子申請で回答

■対象者：E-FIELD研修会 歴代受講者１１１名 (R3年～５年9月開催分)

■設問内容：①臨床現場での活用・取組状況

②自身の変化

③施設内での意思決定支援の新たな取組内容

④カンファレンスの持ち方の変化 等



活用/取り組みをしている

20%

少し活用/取り組みをしている

67%

あまり活用/取り組

みをしていない

9%

全く活用/取り組みをしていない

4%

【設問１】E-FIELD研修会で学んだことを
臨床現場で活用・取り組みを行っているか

臨床現場で活用/取り組みを87%が実施

歴代E-FIELD研修会受講者へのアンケート調査結果

■回答者 46名 (回答率41%)

＜取組内容（自由記載)＞

●認知症や意識障害があっても、本人の意思をな

るべく確認できるよう本人や家族との話し合いの

場を多く設けるよう試みている。

●本人の気持ちに配慮するような支援を今まで以

上に心がけるようになった。

●私の生き方ノートを活用し、利用者さんの思い

を記入していただいてます。

●入退院や心身状況の変化などの必要時に、本人

の意思が尊重されているのか常に意識するように

なり、本人の思いを家族、支援者で情報共有でき

るように取り組んでいる。

するような支援を今まで以上に心がける



変化している

24%

少し変化している

67%

あまり変化していない

7%

全く変化していない

2%

【設問２】E-FIELD研修会を受けた後で自身
の変化はあるか

自身の変化を91%が実感

歴代E-FIELD研修会受講者へのアンケート調査結果

＜取組内容（自由記載)＞

●ガイドラインに沿ったACPについて事業所内で

も勉強会を開き、支援プロセスを振り返りながら

考えるようになった。

●医療やケアに対して利用者さんが望んでいる

事、望まない事を知ろうとの意識が強くなった。

●やはり、本人がどう考えるか、一回ではなく事

ある毎に本人の希望や気持ちを確認し記録に残す

事が大切。

●チームでのケア、情報共有の大切さ、それに

よってより良いケアが出来る事を学びました。



新たな取り組みがある

5%

少し新たな取り組みがある

39%

あまり新たな取り組みはない

28%

全く新たな取り組みはない

28%

【設問３】所属している機関内で人生の
最終段階における意思決定支援の新たな
取り組みはあるか

新たな取り組みを43%が実施

歴代E-FIELD研修会受講者へのアンケート調査結果

＜取組内容（自由記載)＞

●生き方ノートを使用し、利用者さんの意思を確

認していく取り組み。

● 院内・院外での意思決定支援、ACP取組の事例

研修に参加し理解を深めている。

● 患者さんや家族から受けた印象をみんなで話し

合いその印象の違いを共有するようになった。

● 患者の意思確認ができない場面が多い領域なの

で、多職種カンファレンスの時に患者の推定意思

について考え、意見を出し合えるようにしてい

る。



変化している

9%

少し変化している

37%

あまり変化していない

32%

全く変化していない

22%

【設問４】E-FIELD研修会後、所属してい
る機関内でカンファレンスの持ち方に変
化はあったか

カンファレンスの持ち方が46%で変化

歴代E-FIELD研修会受講者へのアンケート調査結果

＜取組内容（自由記載)＞

● カンファレンスを開くタイミングが早くなった

ように感じます。

● 家族もだが、本人の本当の気持ちを優先できる

方法を意識できるようになった。

●以前に比べて、他職種も交えて具体的な意思決

定に対する内容の支援をするようになった。

● 患者の意思確認ができない場面が多い領域なの

で、多職種カンファレンスの時に患者の推定意思

について考え、意見を出し合えるようにしてい

る。



課題：DNARの意思表示があっても、家族や施設からの救急要請が
一定数あり。

［令和５年度の検討結果・実績］
救急医療におけるACPの普及啓発・在宅医療との連携

＜久留米広域消防本部 DNARについて＞



久留米市公式YouTubeチャンネルで
動画を配信中です

救急医療におけるACPの普及啓発

DNARの意思表示があっても、救急車を呼んだ場合は心肺蘇生
などの延命処置が行われることについて市民への啓発を推進。



 「私の生き方ノート」や今年度作成した媒体(動画・ポスター)
を活用した市民啓発を継続すると共に、市民意識調査にて市民

のACPの認知度を指標として、推移の分析・評価を行う。

 E-FIELD研修会など、ACPをテーマとした研修会の継続と看
取り予定者の救急搬送防止のため、施設職員を対象とした看取

り研修会を実施予定。
その他の取組や評価方法についても、引き続きACP部会の中

で検討を進めていく。

［協議事項］：次年度以降の方針（案）


